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昭
和
四
十
三
年
に
第
一
回
「
い

わ
み
ざ
わ
豊
年
夏
ま
つ
り
」
か
ら

数
え
て
、
今
年
で
五
十
二
回
を
迎

え
る
「
い
わ
み
ざ
わ
彩
花
ま
つ
り
」

は
、
七
月
八
日 

（
月
） 

か
ら
七
月

十
三
日 

（
土
） 

ま
で
の
六
日
間
、い

わ
み
ざ
わ
公
園
「
バ
ラ
園
」
や
あ
や

め
公
園
を
は
じ
め
、
中
心
商
店
街

や
駅
東
市
民
広
場
公
園
等
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

岩
見
沢
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

「
バ
ラ
」
や
「
あ
や
め
」
が
色
鮮
や

か
に
咲
き
誇
る
中
、
バ
ラ
園
で
は

野
点
茶
会
や
筝
曲
演
奏
な
ど
、
あ

や
め
公
園
で
は
あ
や
め
団
子
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
心
商
店
街
で
は
夏
の

風
物
詩
と
い
え
る
観
光
お
ど
り
パ

レ
ー
ド
開
会
式
が
十
二
日 

（
金
） 

午
後
六
時
か
ら
始
ま
り
、
色
と
り

ど
り
の
浴
衣
が
賑
や
か
さ
を
演
出

し
、
駅
東
市
民
広
場
公
園
・
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が
に
お
い
て

は
、
ま
ち
な
か
朝
市
実
行
委
員
会

に
よ
る
、「
マ
チ
ナ
カ
ヨ
ル
イ
チ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ　

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

前
夜
祭
」
や
、
出
店
に
よ
る
物
販

や
飲
食
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

岩
見
沢
の
短
い
夏
を
、
楽
し
い

音
楽
と
と
も
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。

◎
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
日
程
に
つ
い

て
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、観
光
協

会
や
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

バ
ラ
園
・
色
彩
館

　

整
備
さ
れ
た
花
壇
に
は
、
色
鮮

や
か
な
八
千
八
百
株
の
バ
ラ
や
ハ

マ
ナ
ス
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
野
点

茶
会
、
筝
曲
演
奏
、
市
民
盆
栽
展
、

演
奏
会
な
ど
の
催
し
物
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

あ
や
め
公
園

　

約
一
万
二
千
株
の
カ
キ
ツ
バ
タ
、

ア
ヤ
メ
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
紫
紺

あ
で
や
か
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

　　

・
あ
や
め
団
子
販
売

　

・
あ
や
め
株
の
販
売

中
心
商
店
街

　

『
観
光
お
ど
り
パ
レ
ー
ト
開
催
』

　

市
内
中
心
商
店
街
を
会
場
と
し

て
午
後
六
時
よ
り
ぷ
ら
っ
と
パ
ー

ク
を
基
点
と
し
て
各
企
業
・
団
体

の
皆
様
方
に
よ
る
踊
り
パ
レ
ー
ド

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

☆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

　

個
人
参
加
者
も
募
集
中
。
実
行

委
員
メ
ン
バ
ー
と
楽
し
く
踊
り
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
！
当
日
参

加
も
可
。

駅
東
市
民
広
場
公
園

　

『
に
ぎ
わ
い
市
の
開
催
』

　　

・
物
販
、
飲
食
の
販
売

　

・
農
産
物
フ
ェ
ア

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が

　

ま
ち
な
か
朝
市
実
行
委
員
会

に
よ
る　

『
マ
チ
ナ
カ
ヨ
ル
イ
チ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ　

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

前
夜
祭
』
を
開
催
！

　

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
彩
花
ま
つ

り
は
、市
民
は
も
と
よ
り
、来
岩
さ

れ
た
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出

を
創
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実

行
委
員
会
も
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
会
員
企
業
の
皆
様
方
の
ご
参

加
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ
先

　

（
一
社
）
岩
見
沢
市
観
光
協
会

　

二
〇
一
九
い
わ
み
ざ
わ
彩
花

　

ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　

電
話　

二
二

−

三
四
七
〇
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六
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
に

千
歳
市
で
開
催
さ
れ
る「
第
六
十
九

回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
」
へ
の

提
出
議
案
と
し
て
、
岩
見
沢
商
工

会
議
所
か
ら
次
の
九
項
目
を
国
・

道
へ
の
要
望
事
項
と
し
て
取
り
ま

と
め
、
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
道
大
会
で
は
、
道
内
各
地
の

商
工
会
議
所
か
ら
提
案
さ
れ
た
要

望
事
項
議
案
審
議
し
、
関
係
す
る

各
方
面
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
全
道
大
会
提
案
事
項

一
．中
小
企
業
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

二
．  健
康
経
営
を
推
進
す
る
中
小
企
業

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

三
．  雪
害
、自
然
災
害
な
ど
に
も
強
い
防
減

災
の
街
づ
く
り
対
策
推
進
に
つ
い
て

四
．  国
道
・
道
道
、
鉄
道
の
整
備
促
進
に

つ
い
て

五
．  冬
期
間
の
安
全
迅
速
な
交
通
に
向

け
た
道
路
除
排
雪
に
つ
い
て

六
．  北
海
道
新
幹
線
の
早
期
完
成
と
開

業
効
果
拡
大
に
つ
い
て

七
．  在
来
線
鉄
路
の
維
持
に
つ
い
て

八
．   外
国
人
労
働
者
の
在
留
資
格
「
特
定

技
能
」
制
度
に
つ
い
て

九
．  キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
に
つ

い
て

　

岩
見
沢
商
工
会
議
所
並
び
に
公

益
財
団
法
人
空
知
し
ん
き
ん
産

業
文
化
振
興
基
金
の
主
催
に
よ
り

「
新
入
社
員
研
修
」を
開
催
し
ま
し

た
。
本
研
修
会
は
新
入
社
員
及
び

入
社
三
年
程
度
ま
で
の
若
手
社
員

を
対
象
と
し
て
お
り
、
岩
見
沢
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

五
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
二

回
開
催
し
、
二
日
間
で
六
十
七
名

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
空
知
信
用
金
庫
総
務
人

事
部
副
調
査
役　

三
宅
智
子
氏
を

お
招
き
し
、
学
校
生
活
と
職
場
の

違
い
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
の

重
要
性
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
注
意
点

な
ど
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
知

識
に
つ
い
て
、
実
践
を
交
え
て
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
話
応
対
に
つ
い
て
は
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
活
用
し
て
普
段

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
分
の
受

け
答
え
を
客
観
的
に
確
認
し
、
よ

り
良
い
応
対
と
な
る
よ
う
講
師
か

ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
部
分
に
も
時
間
を
か

け
て
説
明
し
た
た
め
、
参
加
者

か
ら
は
、
わ
か
り
や
す
い
研
修
で

あ
っ
た
な
ど
、
高
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
知
識
を
活

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

五
月
二
十
二
日
に
岩
見
沢
商
工

会
議
所
に
お
い
て
令
和
元
年
度
第

二
回
岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〔
協
議
事
項
〕

○
令
和
元
年
度
ま
ち
な
か
活
性
化

　

事
業
補
助
金
個
別
事
業
の
審
査

　

に
つ
い
て

　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
貢
献
す

る
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
う

「
ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
補
助
金
」

の
事
業
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

今
年
度
は
次
の
三
事
業
の
申
請
が

あ
り
、
申
請
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
性
化
事
業 

（
三
事
業
）  

①
岩
見
沢
市
四
条
通
り
商
店
街
活

　

性
化
事
業

②
い
わ
み
ち
ゃ
ん　

ま
ち
な
か
ワ

　

ク
ワ
ク
活
動

③
ま
ち
な
か
朝
市
二
〇
一
九

※
施
設
整
備
事
業
は
申
請
な
し

　

各
事
業
は
、
会
員
二
〇
団
体
に

よ
る
審
査
を
経
て
補
助
の
採
択
を

行
い
ま
す
。

○

平
成
三
十
年
度
認
定
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
、
平
成
三
十
年
度
修
了
時

点
で
の
状
況
報
告
を
受
け
、
活
性

化
協
議
会
と
し
て
の
意
見
の
と
り

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

〔
報
告
事
項
〕

○
平
成
三
十
年
度
ま
ち
な
か
活
性

　

化
事
業
補
助
金
個
別
事
業
の
事

　

後
評
価
結
果
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
に
実
施
さ
れ
た

事
業
の
う
ち
、
五
事
業
の
事
後
評

価
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
（
一
条
西
一
丁
目　

商
工
会

議
所
内
） 

電
話　

二
二

−

三
四
四
五

第
六
十
九
回 

全
道
商
工
会
議
所
大
会
へ

当
所
よ
り
九
項
目
を
提
案

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地

　
　
　活
性
化
協
議
会

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地

　
　
　活
性
化
協
議
会
開 催

令和元年度
第二回

新
入
社
員
研
修

開
催
報
告
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四
月
二
十
日
～

五
月
三
十
一
日
受
付
分　

■
㈲
ア
ー
バ
ン
シ
ス
テ
ム

代
表
者
：
山
田　

道
康

住　

所
：
二
条
東
四
丁
目
七
番
地

�

　
　

タ
カ
ト
モ
ド
リ
ー
ム
二
・
四

�

二
〇
二

（
業 

種
：
不
動
産
賃
貸
業
・
管
理
業
）

■
㈱
関
口
工
業

代
表
者
：
関
口　

高
志

住　

所
：
七
条
西
七
丁
目
二
五
番

�

Ｏ
Ｂ
ビ
ル
一
階

（
業 

種
：
土
木
工
事
業
）（

敬
称
略
）

ご入会ありがとうございますご入会ありがとうございます

キャッシュレス決済入門セミナーキャッシュレス決済入門セミナー
〜決済サービスの最新動向と重要ポイント〜

参加
無料

セミナー会場に開設
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札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や

税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
税

務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
度
の
採
用
試
験
は

次
の
通
り
で
す
。

■
受
験
資
格

　

高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒
後

三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

■
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　

六
月
十
七
日
㈪

�

～
六
月
二
十
六
日
㈬

　
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-s
h
ik
e
n
.

g
o
.jp
/ju
k
e
n.h
tm
l

・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
で
き

な
い
方

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局
（
〇
一

一

−

二
四
一

−

一
二
四
八
）
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
第
一
次
試
験　

九
月
一
日
㈰

　

ご
不
明
な
点
は
、
岩
見
沢
税
務

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

岩
見
沢
税
務
署

（
〇
一
二
六

−

二
二

−

〇
八
一
〇
）

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を6/28まで実施しております。本キャンペーンは『商工会議所福祉制度』
を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズ
にお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただきますようお願い申し
あげます。

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の
　商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

岩見沢商工会議所　運営課
（電話：0126-22-3445）

税
務
職
員

　　　　
募
集
中
！

税
務
職
員

　　　　
募
集
中
！

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

参加賞をはじめ

豪華景品豪華景品多数用意!

いわみざわ彩花まつり実行委員会事務局参加申込・
お問い合わせは

（岩見沢市観光協会）

まで！
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
四
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

四
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
一
六
・
七
と
、
前
月
か
ら
プ

ラ
ス
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。
都

市
部
を
中
心
に
民
間
工
事
が
堅
調

な
建
設
業
に
加
え
、
四
月
上
旬
の
寒

波
の
影
響
に
よ
り
例
年
に
比
べ
花

見
期
間
が
長
く
な
り
、
客
数
が
増
加

す
る
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め

た
春
の
好
調
な
観
光
需
要
を
取
り

込
ん
だ
宿
泊
・
飲
食
業
を
中
心
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
業
況
が
改
善

し
た
。
他
方
、
受
注
が
減
少
し
た
半

導
体
や
産
業
用
機
械
、
自
動
車
関
連

の
不
振
に
加
え
、
深
刻
な
人
手
不
足

の
影
響
拡
大
や
根
強
い
消
費
者
の

節
約
志
向
、
原
材
料
費
の
高
止
ま
り

の
影
響
を
指
摘
す
る
声
は
依
然
と

し
て
多
く
、
中
小
企
業
の
景
況
感

は
足
元
で
ほ
ぼ
横
ば
い
の
動
き
と

な
っ
て
い
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
一
八
・
四
（
今
月
比

▲
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
）。
改
元
を
契
機

と
す
る
個
人
消
費
の
拡
大
や
十
連

休
に
伴
う
観
光
需
要
拡
大
へ
の
期

待
感
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、
人
手

不
足
の
影
響
の
深
刻
化
や
、
原
油
価

格
を
含
む
原
材
料
費
の
上
昇
、
コ
ス

ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
貿

易
摩
擦
の
激
化
、
世
界
経
済
の
動

向
、
消
費
増
税
の
影
響
な
ど
不
透
明

感
が
増
す
中
、
中
小
企
業
に
お
い
て

は
、
先
行
き
へ
の
慎
重
な
見
方
を
崩

し
て
い
な
い
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
製
造
業
、
小

売
業
で
悪
化
、
そ
の
他
の
三
業
種
で

改
善
し
た
。
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

【
建
設
業
】「
人
口
減
少
対
策
と
し
て

市
が
実
施
し
て
い
る
住
宅
供
給
事

業
が
活
発
な
ほ
か
、
消
費
増
税
前
の

住
宅
建
設
の
駆
け
込
み
需
要
の
兆

し
も
見
え
、
売
上
が
増
加
し
た
」（
一

般
工
事
業
）、「
新
卒
・
中
途
採
用
を

予
定
し
て
い
た
が
、
新
卒
者
は
採
用

で
き
ず
、
中
途
採
用
者
も
予
定
人
数

に
は
満
た
な
か
っ
た
。
技
術
職
が
大

幅
に
不
足
し
て
お
り
、
受
注
を
調
整

せ
ざ
る
を
得
ず
、
人
手
不
足
の
影
響

は
深
刻
で
あ
る
」（
管
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
米
中
貿
易
摩
擦
や
中
国

経
済
減
速
の
影
響
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ

ト
部
品
や
輸
送
機
械
部
品
の
受
注

が
減
少
し
て
い
る
。
回
復
の
兆
し

が
見
え
ず
、
先
行
き
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
」（
自
動
車
部
品
製
造
業
）、

「
原
材
料
費
の
値
上
げ
の
影
響
が
深

刻
な
中
で
も
、
人
材
確
保
の
た
め
、

募
集
賃
金
の
ア
ッ
プ
や
社
員
の
待

遇
改
善
を
図
っ
て
お
り
、
収
益
確
保

に
苦
戦
」（
調
味
料
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
原
材
料
の
高
騰
や
人
件

費
、
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、

四
月
か
ら
一
部
の
食
料
品
の
値
上

げ
が
相
次
い
で
お
り
、
売
上
へ
の
影

響
を
懸
念
し
て
い
る
」（
飲
食
料
品

卸
売
業
）、「
好
調
な
民
間
工
事
を

背
景
に
建
設
業
か
ら
の
受
注
は
多

く
、
売
上
は
増
加
し
て
い
る
。
一
方

で
、
人
件
費
や
物
流
費
、
原
材
料
費

上
昇
の
影
響
は
大
き
く
、
採
算
が
十

分
に
確
保
で
き
な
い
」（
建
設
資
材

卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
消
費
者
の
節
約
志
向
は

根
強
く
、
特
に
十
連
休
を
前
に
し

て
、
客
の
財
布
の
ひ
も
が
固
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
観
光
需

要
の
取
り
込
み
を
図
り
、
今
後
の

売
上
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

（
各
種
商
品
小
売
業
）、「
来
店
す
る

観
光
バ
ス
が
増
加
す
る
な
ど
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
は
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、売
上
は
改
善
。
一
方
で
、中

心
商
材
の
衣
料
品
は
苦
戦
が
続
い

て
い
る
」（
百
貨
店
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
春
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
花
見
客
を
中
心
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
観
光

需
要
が
好
調
で
、
売
上
、
採
算
と
も

に
改
善
。
十
連
休
に
は
さ
ら
な
る
客

数
増
を
見
込
む
」（
宿
泊
業
）、「
配

送
依
頼
は
多
く
売
上
は
堅
調
な

一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深
刻
。

メ
ー
カ
ー
の
連
休
に
伴
う
入
荷
の

集
中
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
セ
ー
ル
開
催
な
ど
に
よ
り
、
連
休

中
や
そ
の
前
後
に
配
送
需
要
が
集

中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
対
応
で

き
る
か
不
安
が
あ
る
」（
運
送
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

18年
11月 12月

19年
1月 2月 3月 4月

先行き見通し
5月〜7月

全 産 業 ▲ 14.9 ▲ 15.7 ▲ 16.0 ▲ 18.1 ▲ 16.9 ▲ 16.7 ▲ 18.4

建 設 ▲ 9.9 ▲ 8.1 ▲ 6.3 ▲ 8.5 ▲ 5.8 ▲ 3.9 ▲ 9.8

製 造 ▲ 10.2 ▲ 9.7 ▲ 12.0 ▲ 12.2 ▲ 16.6 ▲ 18.3 ▲ 20.5

卸 売 ▲ 9.3 ▲ 17.1 ▲ 17.9 ▲ 23.1 ▲ 22.4 ▲ 20.5 ▲ 22.4

小 売 ▲ 29.2 ▲ 31.6 ▲ 36.3 ▲ 32.4 ▲ 29.5 ▲ 33.9 ▲ 31.9

サービス ▲ 13.2 ▲ 12.4 ▲ 8.6 ▲ 15.6 ▲ 11.7 ▲ 7.9 ▲ 9.3

７月８日㈪　2019いわみざわ
　　　　　　彩花まつり（～13日）

　　12日㈮　観光踊り

　　13日㈯　第84回リテールマーケティング検定試験

　　14日㈰　第57回岩見沢地区珠算競技大会

　　16日㈫　会員向け無料労務相談

　　17日㈬　会員向け無料法律相談

６月18日㈫　会員向け無料労務相談

　　19日㈬　第11回岩見沢商工会議所会頭杯　会員ゴルフ大会

　　　　　　会員向け無料法律相談

　　20日㈭　第84回リテールマーケティング検定試験
　　　　　　申込受付締切
　　　　　　　※オンライン申込締切は５月19日

　　23日㈰　第216回日商そろばん検定試験

～6月、7月の会議所行事予定～～6月、7月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程等の行事を
お知らせします！（6月10日現在）なおホームページでは、新情報を
随時更新しています。  http://www.iwamizawacci.or.jp/

令和２年１月10日
新春会員交流会
開催決定！
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有
給
を
取
得
さ
せ
る
義
務

　

昨
年
成
立
し
た
「
働
き
方
改
革

関
連
法
案
」
の
中
で
、
企
業
の
規

模
を
問
わ
ず
、
一
律
に
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
の
が
、
年
次
有
給
休
暇

を
取
得
さ
せ
る
こ
と
の
義
務
化
で

す
。
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
、

全
て
の
企
業
で
、
従
業
員
に
対
し

て
年
五
日
の
年
次
有
給
休
暇
を
取

得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
従
業
員
は
、
有
給

休
暇
の
付
与
日
数
が
年
十
日
以
上

の
従
業
員
で
す
。
例
え
ば
、
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
の
正
社
員
や
契
約
社

員
の
場
合
は
、
法
律
上
、
六
か
月

間
継
続
勤
務
し
、
八
割
以
上
の
出

勤
実
績
が
あ
れ
ば
、
年
十
日
の
有

給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
全
て
こ
の
義
務
化

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

全
て
の
企
業
は
、
こ
の
対
象
と

な
る
従
業
員
に
つ
い
て
、
有
休
休

暇
が
付
与
さ
れ
る
基
準
日
か
ら
一

年
以
内
に
五
日
間
の
有
休
休
暇
を

取
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
今
年
の
四
月
に
入
社
し

た
正
社
員
の
場
合
、
六
か
月
間
継

続
勤
務
し
、
八
割
以
上
出
勤
す
る

と
、
十
月
一
日
に
十
日
間
の
有
休

休
暇
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
二
〇
一
九
年
十
月
一

日
か
ら
一
年
の
間
に
五
日
、
有
給

を
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

取
得
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
①

原
則
ど
お
り
、
従
業
員
が
自
ら
請

求
し
て
取
得
す
る
方
法
、
②
企
業

（
使
用
者
）
か
ら
時
季
を
指
定
し

て
取
得
さ
せ
る
方
法
、
③
有
休
休

暇
の
計
画
的
付
与
制
度
に
よ
る
方

法
、
の
い
ず
れ
で
も
か
ま
わ
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
に
は
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
。

①
は
、
従
業
員
の
意
向
に
任
せ
る

も
の
で
す
が
、
黙
っ
て
い
れ
ば
有

給
を
取
得
し
よ
う
と
し
な
い
従
業

員
も
い
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
結

果
、
年
五
日
間
の
有
給
休
暇
を
取

得
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合

は
、
企
業
が
義
務
に
違
反
し
た
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
②
使
用
者
か
ら
時
季
を
指
定

す
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
従

業
員
の
意
思
に
反
し
て
一
方
的
に

指
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
事

前
に
従
業
員
か
ら
意
見
を
聴
く
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
注
意

が
必
要
で
す
。
③
従
来
か
ら
労
働

基
準
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
、
就

業
規
則
と
会
社
と
労
働
者
代
表
と

の
労
使
協
定
に
よ
っ
て
有
給
休
暇

を
会
社
が
指
定
し
て
与
え
る
こ
と

が
で
き
る「
計
画
的
付
与
」の
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
も
一
案
で
す
が
、

一
度
労
使
協
定
を
結
ぶ
と
、
会
社

側
に
と
っ
て
は
そ
の
後
の
臨
機
応

変
な
対
応
が
難
し
く
な
る
、
と
い

う
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
本
人
の
意
向
で

有
休
休
暇
を
取
得
し
な
い
従
業

員
が
い
て
も
法
令
上
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
、
仮

に
従
業
員
本
人
が
取
得
す
る
こ
と

を
希
望
し
な
く
と
も
、
有
休
を
取

得
さ
せ
る
義
務
が
使
用
者
に
課
さ

れ
、
こ
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合

は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
刑
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

記
事
協
力

弁
護
士
法
人
小
寺
・
松
田
法
律
事

務
所
　
岩
見
沢
事
務
所

電
話
　
二
二

−

三
三
八
〇

弁
護
士
・
小
野
田
　
充
宏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岩
見
沢
東
高
校
、
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
。
検
事
を
経
て
、
平
成

一
九
年
よ
り
弁
護
士
。
地
元
企
業

の
新
展
開
の
支
援
に
力
を
注
ぐ
。

　

自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
岩

見
沢
支
部
は
、自
衛
隊
退
職
者（
概

ね
五
十
四
歳
）
の
雇
用
と
岩
見
沢

地
域
内
定
住
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
優
秀
な
人
材
の
地
元
活
用

に
よ
り
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
退
職
者
の
特
徴
と
し
て
、

第
一
に
、「
常
に
規
律
心
・
使
命

感
を
維
持
し
、
旺
盛
な
責
任
感
に

よ
り
職
務
を
遂
行
す
る
能
力
が
あ

る
。」
第
二
に
、「
多
種
多
様
の
資
格

保
有
者
が
多
く
、
即
戦
力
と
し
て

勤
務
が
可
能
で
あ
る
。」
な
ど
で
す
。

　

今
後
、
退
職
自
衛
官
の
雇
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
企
業
等
担

当
者
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
・
相
談
下
さ
い
。
連
絡
は
札
幌

地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
岩
見
沢
分

室
（
電
話
二
二

−

一
〇
〇
一
内
線

三
七
六
・
三
七
七
岩
見
沢
駐
屯
地

内
）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
定
年
退
職
予

定
者
数
（
他
駐
屯
地
で
定
年
退
職

後
、
岩
見
沢
市
内
に
就
職
を
希
望

す
る
隊
員
を
含
む
。）は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
三
月
末
に
は

二
十
歳
代
の
任
期
制
隊
員
が
数
名

退
職
予
定
で
す
。

　

雇
用
協
議
会
で
は
、
雇
用
促
進

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
岩
見
沢
駐
屯

地
広
報
紙
「
い
わ
み
ざ
わ
」
を
年
四

回
、
そ
の
他
自
衛
隊
広
報
紙
「
あ
か

し
や
」「
と
け
い
だ
い
」「
防
衛
ホ
ー

ム
」「
防
衛
北
海
道
」（
就
職
状
況
等

を
掲
載
）等
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
自
衛
隊
退
職
者
が
岩
見

沢
地
域
企
業
に
就
職
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
岩

見
沢
支
部
に
ご
入
会
頂
き
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

連
絡
先
：
岩
見
沢
商
工
会
議
所
内

（
二
二

−

三
四
四
五
）雇
用
協
議
会

事
務
局
担
当
者
ま
で
お
願
い
致
し

ま
す
。

法
律
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

北
海
道
自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議
会

岩
見
沢
支
部
か
ら
雇
用
と
入
会
の
お
願
い

令和元年６月 １名

令和元年７月 １名

令和元年９月 １名

令和元年10月 １名

令和元年11月 １名


